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令和８年度政策要望提出にあたり 

 

 

晴海フラッグへの入居開始からおよそ１年半が経過し、当初の想定を大きく上回る子育て世帯の

入居が進んでいます。今後、晴海フラッグ スカイデュオへの入居が始まると、子育て世帯の行政サ

ービスの需要は一層高まることが予想されます。このように本区の人口は 20 万人へと加速度的に進

んでいます。 

 

一方、本年 8 月に築地地区まちづくりの基本計画が示され、首都高速道路日本橋区間地下化やＫ

Ｋ線の再整備、築地川アメニティ構想など、大規模な都市基盤整備が進められようとしています。

本区は、生活の場を有しながら、国際都市としても新たな段階へと歩みを進める時を迎えています。 

 

 今回の重点政策要望は、急速に変化する本区の環境を踏まえ、区民が将来にわたり安心して暮ら

せるまちの実現を願い、以下の４つの視点から、全３１項目を整理しました。 

• 重点政策要望１：晴海フラッグに係る要望 

• 重点政策要望２：令和８年度に取り組むべき即時的要望 

• 重点政策要望３：まちづくりに係る中・長期的要望 

• 重点政策要望４：継続的に取り組むべき要望 

 

SNS の普及により、区内各地で開催される地域行事にも、地域を超えて多くの方々が参加する時代

となりました。こうしたまちの賑わいを通じて、人々が世代や地域を超えてつながりを育み、誰も

が安心して暮らせる本区であり続けることを心より願っています。 

中央区議会自由民主党議員団は、豊かな区民生活の営みと本区の魅力を最大限に生かしたまちの

発展を願い、ここに令和８年度の政策要望書を提出いたします。 



 

中央区議会自由民主党議員団  令和 8 年度重点政策要望 

令和 7 年 9 月 17 日提出 

 

 

【晴海フラッグに関する要望】 

１．外国人居住者が本区での生活に馴染めるよう、地域との調和を踏まえた対策の推進 

２．違法民泊問題の的確な状況把握と解決 

３．保育・放課後対策等、子育て環境の整備 

４．晴海フラッグ内の交通課題への取組み 

５．防犯対策の強化・支援 

６．仮設増築棟の整備に伴う安全対策と教育環境の整備 

７．晴海 5 丁目における受動喫煙防止対策への取組み 

 

【令和 8 年度に取り組んでいただきたい即時的要望】 

１．区制 80 周年東京湾大華火祭開催時の区民の観覧場所の確保と安全対策 

２．区制 80 周年のその先を見据えた地域の愛着につながる継続的な取組み 

３．地域のにぎわいを創出するための地域通貨や地域ポイントを活用した取組みの検討 

４．町会・自治会が主催する行事への支援の強化 

５．外国人居住者が本区での生活に馴染めるよう、サポート体制の充実 (晴海フラッグの要望と重複） 

６．区立小・中学校に在籍する外国籍の児童・生徒が教育環境に馴染むための対策と外国籍の保護者への 

連絡ツールの多言語化 

７．防災拠点において暑熱下の避難を想定した対策の推進 

８．長引く物価高騰の影響を踏まえ、基礎自治体として、区民・区内事業者の皆様に実感いただける 

大胆な支援策の継続・充実 

９．「こども未来戦略方針」、「中央区こども計画」を踏まえ、こどもたちが健やかに成長できる環境の推進 

１０．東京湾大華火祭の継続的な開催 

 



【まちづくりに関わる中・長期的要望】 

 １．【築地まちづくり関連１】東京都・事業者・中央区との協議体制の構築 

 ２．【築地まちづくり関連２】都心・臨海地下鉄新線や高速晴海線の事業化に対して、国・東京都・関係 

機関への積極的な働きかけ 

 ３．２０４０年代の本区のまちづくりを見据え、国際競争力強化に資するまちづくりの推進 

 ４．20 万人都市を迎えるにあたり、未来に責任を持てる行財政運営の着実な取組み 

 ５．「中央区水辺環境の活用構想」に基づき、日本橋東部エリアの魅力向上に資する取組の着実な推進 

 ６．日本橋中学校浜町校舎における教育・部活動環境について、学校と教育委員会とが連携し、地域の 

理解と協力を得ながらの良好な環境の推進 

 

【継続して取り組んでいただきたい要望】※再掲含む 

 １．デジタル及び AI 技術を有効活用した取り組みの強化 

 ２．高齢者が安心して生活できる環境整備と介護をする家族のレスパイトへの対応 

 ３．発達に課題を抱える子どものサポート体制強化 

 ４．不登校児童・生徒の支援体制強化 

 ５．障害児（者）の包括的な支援体制の拡大と保護者のレスパイト需要の把握 

 ６．朝の子どもの居場所についての検討 

 ７．区内産業の特性を踏まえ、特色ある産業を守り発展させるための制度や施策の充実 

 ８．助成金制度の継続と制度内容の拡充も含め、受動喫煙防止対策の積極的取組み 


